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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中心に貫通孔を有する記録ディスクの載置面より半径方向内側に設けられ、前記記録デ
ィスクの該貫通孔に嵌装されるとともに、該貫通孔内に前記記録ディスクの中心と同心状
に配置され、前記記録ディスクの前記貫通孔の内周縁を半径方向外方による力により付勢
して前記記録ディスクを保持する記録ディスク調芯装置において、
前記記録ディスクの前記貫通孔が嵌装する略有蓋円筒状であり円筒部に調芯機構を有する
ケースと、
　該ケース内に収容された略円環状であって、周方向に等間隔で、かつ半径方向外側に延
びる第１突部を有する弾性リングと、
　前記ケースに対して周方向に等間隔かつ放射状に配置され、前記第１突部には貫通孔が
設けられ、該貫通孔と嵌合する上方に突出する突起部が形成された取付部、を有する複数
のチャック保持部材と、
　前記取付部の半径方向内側の側面部と、該側面部と半径方向に対向する前記弾性リング
の段部との間には半径方向に間隙が構成され、
　前記ケースの前記円筒部には、各前記チャック保持部材にそれぞれ対応して、各前記チ
ャック保持部材の先端部が前記円筒部より出没自在に突出するように案内口が形成されて
おり、各前記チャック保持部材の先端部には、前記記録ディスクの前記貫通孔の内周縁の
前記載置面側の端縁が当接する第１傾斜面と、前記貫通孔の内周面の前記載置面の反対側
の端縁が当接する第２傾斜面とが形成されていることを特徴とする記録ディスク調芯装置
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。
【請求項２】
　中心に貫通孔を有する記録ディスクの載置面より半径方向内側に設けられ、前記記録デ
ィスクの該貫通孔に嵌装されるとともに、該貫通孔内に前記記録ディスクの中心と同心状
に配置され、前記記録ディスクの前記貫通孔の内周縁を半径方向外方による力により付勢
して前記記録ディスクを保持する記録ディスク調芯装置において、
前記記録ディスクの前記貫通孔が嵌装する略有蓋円筒状であり円筒部に調芯機構を有する
ケースと、
　該ケース内に収容された略円環状であって、周方向に等間隔で、かつ半径方向外側に延
びる第１突部または半径方向内側に窪む第１凹部を有する弾性リングと、
　前記ケースに対して周方向に等間隔かつ放射状に配置され、前記第１突部または前記第
１凹部と連結する第２凹部または第２突部が形成された取付部、を有する複数のチャック
保持部材と、
　前記取付部の半径方向内側の側面部と、該側面部と半径方向に対向する前記弾性リング
の段部との間には半径方向に間隙が構成され、
　前記ケースの前記円筒部には、各前記チャック保持部材にそれぞれ対応して、各前記チ
ャック保持部材の先端部が前記円筒部より出没自在に突出するように案内口が形成されて
おり、各前記チャック保持部材の先端部には、前記記録ディスクの前記貫通孔の内周縁の
前記載置面側の端縁が当接する第１傾斜面と、前記貫通孔の内周面の前記載置面の反対側
の端縁が当接する第２傾斜面とが形成されていることを特徴とする記録ディスク調芯装置
。
【請求項３】
　前記突起部は、先端に向い外径が収縮する円錐状に形成されることを特徴とする請求項
１に記載の記録ディスク調芯装置。
【請求項４】
　前記第１突部または前記第２突部は、先端に向い外径が収縮する円錐状に形成されるこ
とを特徴とする請求項２に記載の記録ディスク調芯装置。
【請求項５】
　前記弾性リングは軸方向厚さが厚く、前記突起部の軸方向厚さが薄くなるように形成さ
れることを特徴とする請求項１または請求項３のいずれかに記載の記録ディスク調芯装置
。
【請求項６】
　前記弾性リングは軸方向厚さが厚く、前記第１突部および前記第２突部の軸方向厚さが
薄くなるように形成されることを特徴とする請求項２または請求項４のいずれかに記載の
記録ディスク調芯装置。
【請求項７】
　前記ケースの前記円筒部における内側円筒部と前記弾性リングの内周面との間には、前
記弾性リングが半径方向内側に弾性変形する間隙が設けられることを特徴とする請求項１
～６のいずれかに記載の記録ディスク調芯装置。
【請求項８】
　前記ケースの前記円筒部における外側円筒部には、円筒部外周面より僅かに外径が大き
い記録ディスク調芯爪を有することを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の記録デ
ィスク調芯装置。
【請求項９】
　前記ケースの前記案内口における前記チャック保持部材のチャック部の第２傾斜面との
対向部には、前記第２傾斜面を円滑に案内するために半径方向内側に向うに従い軸方向下
側に傾斜した案内面を有することを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の記録ディ
スク調芯装置。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載の記録ディスク調芯装置を搭載したことを特徴とするブ
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ラシレスモータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は記録ディスクを調芯・保持する記録ディスク調芯装置およびその記録ディスク
調芯装置を備えたブラシレスモータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、記録ディスクのリード／ライトのエラー防止のために記録ディスクの回転中心と
その記録ディスクを回転させるブラシレスモータの回転中心との調芯精度向上および記録
ディスク駆動装置の価格下落による低価格ブラシレスモータの実現の要求が高まっている
。特に記録ディスク駆動用ブラシレスモータでは、記録ディスク調芯装置の部品点数が多
く、ブラシレスモータ価格帯の中でも大きな割合を占めていた。低価格ブラシレスモータ
を実現するためには、記録ディスク調芯装置の低価格化は必須の課題であった。
【０００３】
　記録ディスク用調芯装置の従来の構成として、特許文献１に掲載されているような略円
筒形状のケースに周方向に等間隔となるように配置された３つの弾性バネとこの弾性バネ
に係合する３つのチャック部を組み込ませたものが開示されている。このチャック部は記
録ディスクの中心孔より少し大きい外径を有しており、このケースに記録ディスクの中心
孔を挿入すると、まず弾性バネによりチャック部は記録ディスクの中心孔に押されて半径
方向内側に移動し、記録ディスクがチャック部より下側に来たときに、弾性バネの復元力
によりチャック部が半径方向外側に移動してこの記録ディスクを保持する仕組みである。
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－２０７８２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、３つの弾性バネを各々の部品にて形成していることから、各部品間の弾
性バネにおける品質のバラツキから記録ディスクの中心孔にそれぞれの方向に異なった大
きさの力が働いてしまうので記録ディスクは弾性バネの力が大きい方に移動してしまう可
能性があり、記録ディスクの調心精度に悪影響を及ぼす可能性があった。またこの記録デ
ィスク調芯装置は、弾性バネを３つ使用するので部品点数も多くなり、コスト高となって
いた。更に弾性バネとチャック部との取り付け作業およびこれらをケースに収容する作業
が煩雑である。その結果、チャッキング装置組立におけるタクトが大幅にかかり、量産時
において大幅なコスト要因となっていた。
【０００６】
　本発明は上記問題に鑑みてなされたものであり、その目的は記録ディスクの調芯の精度
を向上させ、且つ安価な記録ディスク調芯装置およびブラシレスモータを提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の請求項１に係る発明は、中心に貫通孔を有する記録ディスクの載置面より半径
方向内側に設けられ、記録ディスクの貫通孔に嵌装されるとともに、貫通孔内に前記記録
ディスクの中心と同心状に配置され、記録ディスクの貫通孔の内周縁を半径方向外方によ
る力により付勢して記録ディスクを保持する記録ディスク調芯装置において、記録ディス
クの貫通孔が嵌装する略有蓋円筒状であり円筒部に調芯機構を有するケースと、ケース内
に収容された略円環状であって、周方向に等間隔で、かつ半径方向外側に延びる第１突部
を有する弾性リングと、ケースに対して周方向に等間隔かつ放射状に配置され、第１突部
には貫通孔が設けられ、貫通孔と嵌合する上方に突出する突起部が形成された取付部、を
有する複数のチャック保持部材と、取付部の半径方向内側の側面部と、側面部と半径方向
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に対向する弾性リングの段部との間には半径方向に間隙が構成され、ケースの円筒部には
、各チャック保持部材にそれぞれ対応して、各チャック保持部材の先端部が円筒部より出
没自在に突出するように案内口が形成されており、各チャック保持部材の先端部には、記
録ディスクの貫通孔の内周縁の載置面側の端縁が当接する第１傾斜面と、貫通孔の内周面
の載置面の反対側の端縁が当接する第２傾斜面とが形成されていることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の請求項２に係る発明は、中心に貫通孔を有する記録ディスクの載置面より半径
方向内側に設けられ、記録ディスクの貫通孔に嵌装されるとともに、貫通孔内に記録ディ
スクの中心と同心状に配置され、記録ディスクの貫通孔の内周縁を半径方向外方による力
により付勢して記録ディスクを保持する記録ディスク調芯装置において、記録ディスクの
貫通孔が嵌装する略有蓋円筒状であり円筒部に調芯機構を有するケースと、ケース内に収
容された略円環状であって、周方向に等間隔で、かつ半径方向外側に延びる第１突部また
は半径方向内側に窪む第１凹部を有する弾性リングと、ケースに対して周方向に等間隔か
つ放射状に配置され、前記第１突部または前記第１凹部と連結する第２凹部または第２突
部が形成された取付部、を有する複数のチャック保持部材と、取付部の半径方向内側の側
面部と、側面部と半径方向に対向する弾性リングの段部との間には半径方向に間隙が構成
され、ケースの円筒部には、各チャック保持部材にそれぞれ対応して、各チャック保持部
材の先端部が円筒部より出没自在に突出するように案内口が形成されており、各チャック
保持部材の先端部には、記録ディスクの貫通孔の内周縁の載置面側の端縁が当接する第１
傾斜面と、貫通孔の内周面の載置面の反対側の端縁が当接する第２傾斜面とが形成されて
いることを特徴とする。
【０００９】
　本発明の請求項３に係る発明は、請求項１に係り、前記突起部は、先端に向い外径が収
縮する円錐状に形成されることを特徴とする。
【００１０】
　本発明の請求項４に係る発明は、請求項２に係り、前記第１突部または前記第２突部は
、先端に向い外径が収縮する円錐状に形成されることを特徴とする。
【００１１】
　本発明の請求項５に係る発明は、請求項１または請求項３のいずれかに係り、前記弾性
リングは軸方向厚さが厚く、前記突起部の軸方向厚さが薄くなるように形成されることを
特徴とする。
【００１２】
　本発明の請求項６に係る発明は、請求項２または請求項４のいずれかに係り、前記弾性
リングは軸方向厚さが厚く、前記突起部の軸方向厚さが薄くなるように形成されることを
特徴とする。
【００１３】
　本発明の請求項７に係る発明は、請求項１～６のいずれかに係り、ケースの前記円筒部
における内側円筒部と前記弾性リングの内周面との間には、前記弾性リングが半径方向内
側に弾性変形する間隙が設けられることを特徴とする。
【００１４】
　本発明の請求項８に係る発明は、請求項１～７のいずれかに係り、ケースの前記円筒部
における外側円筒部には、円筒部外周面より僅かに外径が大きい記録ディスク調芯爪を有
することを特徴とする。
【００１５】
　本発明の請求項９に係る発明は、請求項１～８のいずれかに係り、ケースの案内口にお
けるチャック保持部材のチャック部の第２傾斜面との対向部には、第２傾斜面を円滑に案
内するために半径方向内側に向うに従い軸方向下側に傾斜した案内面を有することを特徴
とする。
【００１６】
　本発明の請求項１０に係る発明は、ブラシレスモータが請求項１～９のいずれかに記載
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の記録ディスク調芯装置を搭載したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の請求項１および請求項２によれば、弾性リングを１つにすることにより、従来
の弾性バネを各保持部材に対応させていた記録ディスク調芯装置よりも部品点数が減少す
る。この部品点数減少により、記録ディスク調芯装置の低価格化を図ることができる。そ
して組立においても部品点数減少により組立工程数が減少するので、更に記録ディスク調
芯装置の低価格化を図ることができる。また弾性リング１つの部品で調芯を行うので、部
品間のバラツキがなく各保持部にて同じ力が記録ディスクの中心孔に働くので記録ディス
クの調芯精度が向上する。なお、取付部の半径方向内側の側面部と、側面部と半径方向に
対向する弾性リングの段部との間には半径方向に間隙が構成されることにより、記録ディ
スクを取り付ける際により円滑に保持部の第１傾斜面が軸方向に動くことができる。さら
に、請求項１では、弾性リングに突部を設け、かつその突部に貫通孔を設け、その貫通孔
に嵌合するように保持部材に突起部を設けることで容易に弾性リングと保持部材との組立
を行うことができる。
【００１８】
　本発明の請求項３によれば、請求項１に係り、保持部材の突起部が先端に向い収縮する
円錐状を形成するので、弾性リングの貫通孔と保持部材の突起部とが貫通孔の上側にて半
径方向に間隙を設けることができるので、記録ディスクを取付ける際にその記録ディスク
を案内する保持部材の第１傾斜面に当接したときにその間隙にて軸方向に保持部材の第１
傾斜面が円滑に動くことができる。その結果、記録ディスクは円滑に取り付けることがで
きる。
【００１９】
　本発明の請求項７によれば、請求項１～６に係り、記録ディスク調芯装置の内側円筒部
の外周面と弾性リングの内周面との間に半径方向の間隙を有することにより、弾性リング
が半径方向内側に弾性変形することができるので、保持部が滑らかに半径方向内側に移動
することができる。
【００２０】
　本発明の請求項８によれば、請求項１～７のいずれかに係り、ケースの前記円筒部にお
ける円筒部に調芯爪を設けることにより記録ディスクの調芯精度を向上させることができ
る。
【００２１】
　本発明の請求項９によれば、請求項１～８のいずれかに係り、保持部材のチャック部の
第２傾斜面に対向した面を半径方向内側にいくに従い軸方向下側に傾斜させることによっ
て、保持部材の移動をよりスムーズにかつ移動方向を規制することができる。
【００２２】
　本発明の請求項１０によれば、請求項１～９の記録ディスク調芯装置を用いることによ
り、より信頼性の高い記録ディスク駆動用ブラシレスモータを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明に係る記録ディスク調芯装置の実施例の一形態に関して図１から図１０を参照し
て説明する。図１は記録ディスク調芯装置の上面図である。図２はケース部の上面図であ
り、図３は図２に示されるケース部のＸ－Ｘ断面図である。図４は弾性リングの上面図で
あり、図５は図４に示される弾性リングのＹ－Ｙ断面図である。図６は保持部の上面図で
あり、図７は図６に示される保持部の矢視Ｖから見た矢視図である。また図８は図６に示
される保持部のＺ－Ｚ断面図である。また図９は弾性リングと保持部とを組み合わせたも
のの断面図である。図１０は図１に示される記録ディスク調芯装置のＷ－Ｗ断面図である
。
【００２４】
　図１を参照して、記録ディスク調芯装置１は、ケース部１０、弾性リング２１、および
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３つの保持部３０を有する。図１中の点線の環状および点線斜線はケース部１０内に収容
されている弾性リング２１を示し、実線斜線は保持部３０を示す。無地はケース部１０を
示している。
【００２５】
次にこれら各部品の形状について図１から図８を参照して説明する。
【００２６】
１－１）ケース部
　図３を参照して、ケース部１０は内側円筒部１１と外側円筒部１２とこれらを連結する
底部１３とを有する略中空有底円筒形状であり樹脂等にて成形される。また図２を参照し
て、外側円筒部１２の内の一部は、外側円筒部１２よりも外径が僅かに大きくなるように
半径方向外方に従い軸方向下側に傾斜する３つの調芯爪１２ａが周方向に等間隔となるよ
うに設けられている。この調芯爪１２ａは、記録ディスク（図２では図示せず）の中心孔
の外径よりやや大きい径にて設定されており、記録ディスクを記録ディスク調芯装置１に
嵌め込む際にこの調芯爪１２ａが半径方向内側に弾性変形することによって記録ディスク
と記録ディスク調芯装置１との同軸の調整を行う。そしてこの調芯爪１２ａの半径方向反
対側には、各保持部３０を収納する収納部１４が設けられている。その収納部１４の外端
部には、保持部３０を支持し、そして保持部３０の移動を円滑に行う支持部１５が設けら
れている。この支持部１５は半径方向内方に従い軸方向下側に傾斜する面１５ａを有して
おり、この面１５ａにて保持部３０を支持する。また収納部１４の底部１３側には、保持
部３０の幅よりも狭い開口部１６が設けられている。
【００２７】
１－２）弾性リング
　図４を参照して、弾性リング２１は略円環状の部材であり、弾性係数の高い樹脂等にて
成形されている。また弾性リング２１の外周には、３つの保持部３０を取付けるための３
つの第１突部２２が設けられている。そしてその第１突部２２の外側寄りには、取付孔２
３が設けられている。また図５を参照して、第１突部２２の軸方向の厚さは、弾性リング
２１と比較して薄く形成されている。そして弾性リング２１と第１突部２２との境には段
部２４が形成されている。
【００２８】
１－３）保持部
　図６を参照して、保持部３０には、記録ディスク（図６では図示せず）を案内・保持す
る機能部３０ａと弾性リング２１との取り付けを行う取付部３０ｂとが設けられる。また
図８を参照して、保持部３０の機能部３０ａには、記録ディスク（図８では図示せず）を
ケース部１０の中心と調芯するように案内する案内面３１と記録ディスクを固定保持する
保持面３２との２面にて形成されている。また保持部３０の弾性リング２１との取付部３
０ｂには、弾性リング３０の取付孔２３に対応する突起部３３が設けられている。この突
起部３３は、上側に従いその外径が収縮する円錐構造となっている。また図７を参照して
、案内面３１は、中央３１ａのみが凸形状であり、その両側はケース部１０と当接し保持
される当接部３４が設けられている。
【００２９】
　次に各部品の組み合わせに関して図９および図１０（場合によっては図１）を参照して
説明する。
【００３０】
２－１）弾性リングと保持部との組み合わせ
　図９を参照して、弾性リング２１の第１突部２２の取付孔２３の下面と保持部３０の取
付部３０ｂの突起部３３を介した両側の上面とがそれぞれ当接するように保持部３０の突
起部３３が第１突部２２の取付孔２３に軽圧入にて固定される。ここで保持部３０の突起
部３３と弾性リング２１の取付孔２３との間には、突起部３３の上側にて若干の間隙４０
が設けられている。そして弾性リング２１と第１突部２２との境にある段部２４の外周面
と保持部３０の取付部３０ｂの半径方向内側の側面部３０ｃとは当接せず、若干の間隙４
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１が設けられている。これらの間隙４０および間隙４１は、保持部３０が記録ディスクを
案内する際の移動をスムーズに行うために設けられている。すなわち、これらの間隙４０
および間隙４１は記録ディスクを装着する際に保持部３０にかかる力が弾性リング２１に
伝達される部分であり、これら間隙４０および間隙４１が存在しない場合、各々の当接面
にて弾性リング２１の復元力が保持部３０の移動を妨げる方向に働き、記録ディスクを装
着するのに大きな力が必要となってしまう。しかしながら、これらの間隙４０および間隙
４１を設けることにより、保持部３０が移動できる空間が設けられるので記録ディスクを
装着するのに殆ど力が必要ではなくなる。
【００３１】
２－２）弾性リングおよび保持部を組み合わせたものとケース部との組み合わせ
　図１０を参照して、弾性リング２１と保持部３０とを組み合わせたものは、ケース部１
０の開口側、すなわち底面部１３と反対側より各保持部３０が収納部１４に収まるように
入れる。そして保持部３０の案内面３１の中央３１ａがケース部１０の開口部１６に挿入
されるように配置されており、保持部３０の案内面３１の当接部３４はケース部１０の底
部１３と当接する。また保持部３０の保持面３２はケース部１０の支持部１５と面１５ａ
にて当接する。またケース部１０の支持部１５の外径に対して弾性リング２１と組み合わ
せた際の保持部３０の案内面３１は大きくなるように設計されており、弾性リング２０は
保持部３０をケース部１０に収納する際、半径方向内側に向い変形するようになっている
。更にこの変形状態においてもケース部１０の内側円筒部１１と弾性リング２１の内周面
とには間隙４２が設けてある。その結果、弾性リング２１の復元力による半径方向外方の
力が常に働いている状態を形成することができる。更にこの半径方向外方に対してこれら
当接部３４と底部１３および保持面３２と支持部１５の当接保持により、保持部３０はケ
ース部１０の半径方向外方に飛び出していかず、常に半径方向外方に力が働いている安定
した保持が実現できる。この状態において、ケース部１０の内側円筒部１１と弾性リング
２１の内周面との半径方向には間隙が設けられている。また記録ディスクを記録ディスク
調芯装置１に嵌め込む際にケース部１０に形成された調芯爪１２ａにて記録ディスクの中
心と記録ディスク調芯装置１の中心とを合わせる。そして特に弾性リング２１が一つの部
材にて形成されているので、この保持部３０の半径方向外方の力はすべて同等となる。そ
の結果、記録ディスクを保持する際に記録ディスクの中央孔に対して周方向に等間隔に同
等の力を働かせることができるので、この保持力の不均等による記録ディスクの中心ズレ
の発生がなくなり、精度のよい記録ディスク回転を提供することができる。また組立にお
いても、弾性リング２１に保持部３０を組合わせたものを一括してケース部１０に収容す
ればよいので組立タクトが大幅に短縮することができ、量産性に優れたチャッキング装置
を提供することができる。
【００３２】
　次にこの記録ディスク調芯装置１を搭載したブラシレスモータ２の全体構造に関して図
１１を参照して説明する。図１１はブラシレスモータ２の全体を示した軸方向断面図であ
る。
【００３３】
　スリーブ５０は、中空円筒状の含油軸受である。その外周面には、スリーブ５０を固定
支持する外周部に段部が形成されているハウジング６０が形成されている。また内周面に
は、挿通可能な円柱状のシャフト７０が回転自在に支持されている。シャフト７０の下端
面７１には、シャフト７０と当接し、シャフト７０を軸方向に支持する円盤状のワッシャ
８０が配置されている。そのワッシャ８０の軸方向下側には、ワッシャ８０を更に支持す
る中央にワッシャ８０が収納される凹部を有するスラストプレート９０がハウジング６０
にカシメ等の塑性変形にて固定されている。
【００３４】
　シャフト７０の上部７２には、略有底円筒状のハブ１００が圧入等にて固定されている
。ハブ１００の軸方向上側にハブ１００と当接し、回転軸と同軸となるように記録ディス
ク調芯装置１がシャフト７０と圧入等により固定されている。またハブ１００の外周部１
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０１には、軸方向に盛り上がる部分があり、その外周部１０１の軸方向上側にはラバー等
にて形成された円環状の記録ディスク載置部１１０が設けられている。そして外縁部では
、軸方向下側に延びる外側円筒部１０２が形成されている。この外側円筒部１０２の内周
面には、ロータマグネット１２０が接着等にて固定されている。このロータマグネット１
２０と半径方向に間隙を介して対向するようにステータ１３０がハウジング６０の外周部
の段部に固定されている。
【００３５】
　ハウジング６０の下端面には、記録ディスク駆動装置（図示せず）との取付をするため
の取付板１４０が塑性変形等により固定されている。その取付板１４０の軸方向上側には
、モータを駆動制御する回路基板１５０がネジ等の固定部材による接合等により固定され
ている。
【００３６】
　最後に図１２および図１３を参照して記録ディスクをスピンドルモータ２に載置する場
合の調芯について、特に記録ディスク調芯装置１の保持部３０の動きに注視して説明する
。
【００３７】
　図１２は記録ディスクが保持部３０の案内面３１に当接する際の図を示し、そして図１
３は記録ディスクが保持部３０の保持面３２に当接する際の図を示す。図１２および図１
３は軸方向断面図である。
【００３８】
　図１２を参照して、記録ディスク１６０が記録ディスク調芯装置１の保持部３０の案内
面３１に当接した場合、保持部３０は図１１の矢印のような保持部３０がケース部１０の
収納部１４に収まるような方向に動く。更に詳細には、記録ディスク１６０が保持部３０
の案内面３１に当接することで、保持部３０に対して軸方向下側の力が働く。しかし案内
面３１は半径方向外側に従い軸方向下側に傾斜しているので、記録ディスク１６０の軸方
向下側の力は、軸方向下側と半径方向内側の２方向に分散される。また軸方向下側の力は
、保持部３０の保持面３２とケース部１０の支持部１５との当接によって保持部３０は支
持部１５よりも軸方向下側に移動しない。そして更に支持部１５は半径方向内側に傾斜し
ているので、保持部３０は半径方向内側に移動するようになる。また保持部３０の保持面
３２の移動は、弾性リング２１と保持部３０との間に間隙４０および間隙４１が設けられ
ているので記録ディスク１６０の軸方向下側の力に対してスムーズに行われる。
【００３９】
　また図１３を参照して、記録ディスク１６０が保持部３０の保持面３２に当接した場合
、記録ディスク１６０と保持部３０との当接部には、弾性リング２１の復元力による半径
方向外方に力が働く。しかしこの当接部は傾斜しているので、この力は半径方向外側と軸
方向下側との２方向に分散される。この２方向の力により、記録ディスク１６０は固定さ
れる。そして記録ディスク１６０の下面部１６１には、ハブ１００の記録ディスク載置部
１１０が当接している。この記録ディスク載置部９０はラバー等の部材により弾性に富ん
でいるのでこの弾性力により記録ディスク１６０が水平になるように軸方向に微調整を行
う。
【００４０】
　以上、本発明に係る実施例に関して説明したが、本発明はこれに限定することなく種々
の変形が可能である。
【００４１】
　例えば、本発明の実施例の保持部３０の個数は３つであるが、本発明はこれに限定する
ことなく、複数の保持部３０を有し、周方向に等間隔に保持部３０が形成されていればよ
い。
【００４２】
　また弾性リング２１と保持部３０との結合に関して、実施例では、弾性リング２１の突
部２２の取付孔２３に保持部３０の突起部３３を軽圧入したが、本発明はこれに限定する
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ことなく、弾性リング２１と保持部３０との結合が良好に行われ、且つ保持部３０の移動
のために間隙４１が形成されていればよい。例えば、図１４に示すように、保持部３０の
弾性リング２０との取付部３０ｂに第２凹部３５を設け、弾性リング２１の第１突部２２
と嵌合してもよい。この第２凹部３５は、取付部３０ｂの周方向全体に形成されてもよく
、また一部のみ凹形状であってもよい。また図１５に示すように、弾性リング２１側に第
１凹部２５を設け、保持部３０側に第２突部３６を設けて連結してもよい。
【００４３】
　また図１６は弾性リング２１と保持部３０との他の連結例を示している。この図１６に
おけるａ）は連結した図であり、ｂ）は弾性リング２１、ｃ）は保持部３０を示している
。弾性リング２１には、保持部３０と連結する部分に凹部２６が設けられており、その凹
部２６の周方向壁面２７には突起２８が形成されている（図中ｂ））。そして保持部３０
の弾性リング２１の突起２８と対応する箇所には、凹部３７が形成されいる（図中ｃ））
。この凹部３７は貫通孔でもよい。またこの突起２８と凹部３７の関係は逆でもよい。す
なわち、弾性リング２１側に凹部を設け、保持部３０側に突起を設けても同様の作用を得
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明に係る記録ディスク調芯装置の実施例の一形態を示した上面図である。
【図２】本発明に係る実施例のケース部の上面図である。
【図３】本発明に係る実施例のケース部のＸ－Ｘ断面図である。
【図４】本発明に係る実施例の弾性リングの上面図である。
【図５】本発明に係る実施例の弾性リングのＹ－Ｙ断面図である。
【図６】本発明に係る実施例の保持部の上面図である。
【図７】本発明に係る実施例の保持部のＶ方向の矢視図である。
【図８】本発明に係る実施例の保持部のＺ－Ｚ断面図である。
【図９】本発明に係る実施例の弾性リングと保持部との組み合わせたものの断面図である
。
【図１０】本発明に係る実施例の記録ディスク調芯装置のＷ－Ｗ断面図である。
【図１１】本発明に係る実施例のモータの一形態を示した断面図である。
【図１２】本発明に係る実施例の記録ディスクを装着する際の断面図である。
【図１３】本発明に係る実施例の記録ディスクを装着した際の断面図である。
【図１４】本発明に係る弾性リングと保持部との連結の他の実施例を示した断面図である
。
【図１５】本発明に係る弾性リングと保持部との連結の他の実施例を示した断面図である
。
【図１６】本発明に係る弾性リングと保持部との連結の他の実施例を示した断面図である
。
【符号の説明】
【００４５】
１　　　記録ディスク調芯装置
２　　　スピンドルモータ
１０　　ケース部
１１　　内側円筒部
１２　　外側円筒部
１２ａ　調芯爪
１３　　底部
１４　　収納部
１５　　支持部
１６　　開口部
２１　　弾性リング
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２２　　第１突部
２３　　取付孔
２４　　段部
２５　　第１凹部
２６　　第２凹部
２７　　周方向壁面
２８　　突起
３０　　保持部
３１　　案内面
３２　　保持面
３３　　突起部
３４　　当接面
３５　　凹部
３６　　第２突部
３７　　凹部
４０、４１、４２　間隙
５０　　スリーブ
６０　　ハウジング
７０　　シャフト
８０　　ワッシャ
９０　　スラストプレート
１００　ハブ
１１０　記録ディスク載置面
１２０　ロータマグネット
１３０　ステータ
１４０　取付板
１５０　回路基板
１６０　記録ディスク
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